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1 P-31 正月の行事食に関する事例研究
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　目的　食生活に非日常性を残す数少ない行事に正月がある。正月は本来新しい年神様を迎えて

祭り、その年の豊穣と繁栄･幸福を祈る神祭りである。神様に供えた神饌を下げて､祝食するのが

正月の食べ物であった。今日では、「とそ･おせち料理･雑煮」を中心に､家族とともに祝食している

が、これは元日のみとなっていることを報告してきた。ここでは､正月の行事を100年以上継続して

いる旧家の様子を紹介し、事例分析を行うことにより社会的な変化との関連を検討した。

　方法　本学学生を対象に、1995年より、元日の朝における食卓の風景を写真により調査した。

その中から、数名に正月の食卓以外の儀式を質問し、旧家Ｈさんの家庭の行事を聞き取り調査し

た。また、資料･文献を収集し､あわせて分析した。

　結果　新潟県岩船郡山北町にあるＨ家の正月の準備は12月28日のフルツキバライより始ま

り、大晦日に家屋の内外にある神様に膳を供え､元日は雑煮のある膳を供えていた。これらの膳は、

お下がりとして家族で喫食していた。正月の行事食は、質素に行われていた。これらの行事は

1940年台ころまで家長が中心となり執り行っていたが、現在では､家族にそれぞれ分散されてい

た。交通網の発達･就業状況など社会的な変化に伴ない正月の行事が一部簡略化されていた。
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　目的　色調や色の濃淡の変化など織り柄の中の多様な要素に着目するといろいろなゆら

ぎが見いだされる。われわれの生体リズムのゆらぎには1/ f ゆらぎが多くみられる。この
ようなゆらぎの刺激は心地よく、色彩やテクスチャの美しさや自然さを決める重要な役割
を果たしている。手織り物のテクスチャや色柄にはそれらの刺激の強弱や変化に、規則的

な動きの中にも微妙な違いや不規則性が観察される。本研究では織物の色彩テクスチャ画
像をフーリエ解析し、パワースペクトルの周波数依存性から1/fゆらぎを検討した。
　方法　手織りにより作成された織物柄８種類を試料として選んだ。カラースキャナから

取り込まれたこれらのカラー画像はコンピュータ画像解析により、明度、彩度および色相
差の各画像に変換された。それぞれの画像についてフーリエ変換を行い、パワースペクト

ルを測定した。二次元パワースペクトルの周波数分布から、原点から等距離にあるパワー
スペクトルの平均値を算出し、一次元パワースペクトルを求めた。

　結果　明度、彩度および色相差画像について、一次元パワースペクトルと周波数(ｆ)の
関係を両対数プロットして示したところ、いずれの場合もパワースペクトルの周波数依存
性はl/fを示した。α= 0ならば白色ゆらぎ(白色雑音)、α＝lならば1/fゆらぎ、α

＝Qならば比例雑音を表す。本研究で用いた色彩テクスチャには自然に見られるほどよい
でたらめ性を含んだ快適な1/ f に近いゆらぎが多くみられた。このゆらぎは、規則正しさ
から完全に予測されるものではなく、自然のリズムに見られるような快適性や美しさを感

じさせるゆらぎである。αが１より大きな値を示すものは比較的単純な色柄であった。
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